
廿日市市景況調査報告 
（2023 年 1～3 月） 

～業況 DI は、コロナ禍からの活動回復が進み、改善。 

先行きは、コスト増や外需停滞等から、厳しい見方～ 

 

１．全体の概要 

【全国の景況】  

全産業合計の業況 DI は、▲14.8（前月比＋4.6 ポイント）。サービス業では、マスク着用ルール緩和に

よる消費者意識の変化で、客足が回復した飲食・宿泊業を中心に改善した。小売業では、インバウンド需

要の増加により売上が堅調な百貨店を中心に改善した。建設業でも、需要が増加する住宅関連の民間工事

に下支えされ、改善した。一方、製造業では、電子部品関連の外需減退で横ばいに留まり、卸売業では、

製造業関連の引き合い減少に加え、保管料等のコスト増も重なり、悪化となった。原材料・エネルギー価

格の高騰等によるコスト増や人手不足、度重なる仕入価格の上昇に価格転嫁が十分に行えていない等、経

営課題は山積するも、経済活動は回復が進み、中小企業の業況は改善した。 

 

 

【廿日市市の景況】 

産業別の業況 DI は、製造業が前回値（11.1）から今回値（7.7）、建設業が（25.0）から（0.0）、卸小

売業が（0.0）から（▲11.1）、飲食・サービス業が（▲7.7）から（29.4）と飲食・サービス業の改善を

受けて全産業合計の業況 DI は 11.4 ポイントと前回調査（10～12 月）から改善した。経済活動回復への

期待感は伺えるものの、業種を問わず仕入コスト増の影響を大きく受けており、依然として厳しい状況が

続いている。また新入社員の採用シーズンを迎え、既存の社員を含めた人件費の見直しによる人件費コス

ト増や、人手不足に苦しむ企業の声が多数見受けられた。コスト増に対する価格転嫁も十分に行えておら

ず、先行き見通しを厳しく見る企業が多い。 

 

 



２．業種別推移 

【製造業】 

 
 

 

 
《広島県鉱工業活動動向 業種別生産指数（季節調整済）》※広島県ホームページより 

 

管内における業況は前期の 11.1 から 7.7 へ、全国値も同様に前期の▲16.8 から▲18.1 とともに若干

の悪化となった。 

また先行指数である業種別生産指数においては、前期から概ね横ばいとなっており、今後に向かって大

きな変化はないことが予想される。 

 

 

 

2期 3期 4期 1期 2期 3期 4期 1期

R03 R04 R05

管内 14.3 0.0 8.3 ▲ 23.1 ▲ 8.3 7.7 11.1 7.7

全国 ▲ 17.9 ▲ 13.4 ▲ 12.5 ▲ 36.3 ▲ 17.4 ▲ 20.0 ▲ 16.8 ▲ 18.1
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製造業業況DI推移

第１表 業種別生産指数（付加価値額ウェイト）

年・期 ・月 鉱工業 製造工業 鉄鋼業 非鉄金属 金属製品 一般機械 はん用 生産用 業務用 電気機械 電気・情報 電子部品・ 輸送機械 窯業・土石

工　　業 工　　業 工業(総合) 機械工業 機械工業 機械工業 工業(総合) 通信機械工業 ﾃﾞﾊﾞｲｽ工業 工 　業 製品工業

ウェイト 10000.0 9998.1 600.3 148.8 276.0 1605.0 417.4 1069.0 118.6 1372.0 280.9 1091.1 3327.2 202.0

ｒ　5年1月 88.5 88.6 75.0 71.9 78.4 105.7 104.9 104.5 110.3 138.7 82.4 153.1 72.9 75.6
ｒ　2月 92.4 92.4 80.3 76.4 77.2 89.5 77.3 90.8 94.2 140.4 83.6 156.6 87.6 79.8
ｒ　3月 92.9 92.9 78.9 70.7 75.2 96.1 77.4 107.2 102.1 134.3 86.6 147.5 87.6 81.9

化   学 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ﾊﾟﾙﾌﾟ・紙・紙 繊   維 食料品・ 木材 ・木 ゴム製品 その他 家   具 その他 鉱   業 公益事業 産業総合 機械工業

工　 業 製品工業 加工品工業 工　 業 たばこ工業 製品工業 工　  業 工　業 工　 業 製品工業 部   門 部   門

302.5 504.9 82.9 173.3 813.8 161.5 142.7 285.2 61.9 223.3 1.9 148.7 10148.7 6304.2 2605.0 761.3

84.9 78.6 107.1 89.3 75.1 100.7 95.8 84.8 81.8 85.5 83.6 50.5 88.0 94.2 76.3 51.7
83.4 87.9 98.3 85.7 73.4 88.0 86.2 78.7 77.3 79.5 78.0 51.8 92.0 99.5 96.2 55.4
80.9 92.6 97.9 84.6 80.5 96.3 97.1 78.5 69.3 81.9 64.5 43.6 92.2 99.1 98.6 48.2

自 動 車 造    船



【建設業】 

 

 

 

 

管内の建設業の業況 DI は前期の 25.0 から 0.0 で悪化となった。一方で全国値においても前期の▲26.6

から▲27.2 とほぼ横ばい傾向である。 

 先行指数である新設住宅着工件数をみると、廿日市市においてはわずかに前年を上回っており今後の

景気に若干の回復も期待させるものがある。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2期 3期 4期 1期 2期 3期 4期 1期

R03 R04 R05

管内 33.3 50.0 33.3 16.7 0.0 20.0 25.0 0.0

全国 ▲ 18.0 ▲ 19.2 ▲ 18.8 ▲ 22.6 ▲ 29.2 ▲ 27.9 ▲ 26.6 ▲ 27.2

▲ 40.0
▲ 30.0
▲ 20.0
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建設業業況DI推移

作成日

　　　　　　　合　計 持 家 貸 家 給 与 分 譲 戸 建 長屋建 共同建 木 造 ＳＲＣ Ｒ Ｃ 鉄骨造 Ｃ Ｂ その他

県　　計 1,863 342 859 82 580 636 147 1,080 868 56 703 236 0 0

廿 日 市 市 60 16 24 0 20 36 6 18 60 0 0 0 0 0

広島県　新設住宅着工戸数（速報値） 広島県土木建築局建築課（ 令和５年３月分 ）

令和5年4月28日

広島県 新設住宅着工戸数対前年比較表　 （ 令和５年３月分 ）

（単位：戸，％）

　　　　　　　合　計 対前年比 持  家 対前年比 貸   家 対前年比 給   与 対前年比 分   譲 対前年比

県　　計 1,863 26.6 342 -5.5 859 6.2 82 4000.0 580 94.0

廿 日 市 市 60 5.3 16 100.0 24 -36.8 0 　　－ 20 81.8



【卸・小売業】 

 
管内の業況は引き続き前期の 0 から▲11.1 と悪化となった。しかし、全国値では前期の▲23.8 から▲21.4

と若干ではあるものの 5 期連続での改善となっている。 

しかしながら今期においても DI 値としてはマイナス傾向が続き、先行きが見えない状況にある。 

 

【飲食・サービス業】 

 

管内の業況は、前期▲7.7 から 29.4 へと大きく改善、全国値も▲6.5 から▲4.9 と改善傾向にある。 

新型コロナ感染症の影響が落ち着いてきており、その好影響が反映されたものと思われる。 

 

 

 

 

 

2期 3期 4期 1期 2期 3期 4期 1期

R03 R04 R05

管内 ▲ 22.2 ▲ 25.0 ▲ 83.3 ▲ 33.3 ▲ 42.9 ▲ 22.2 0.0 ▲ 11.1

全国 ▲ 28.9 ▲ 37.3 ▲ 28.6 ▲ 33.5 ▲ 29.0 ▲ 26.3 ▲ 23.8 ▲ 21.4

▲ 90.0
▲ 80.0
▲ 70.0
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卸・小売業業況DI推移

2期 3期 4期 1期 2期 3期 4期 1期

R03 R04 R05

管内 ▲ 14.3 ▲ 7.7 ▲ 14.3 ▲ 38.5 0.0 ▲ 23.1 ▲ 7.7 29.4

全国 ▲ 32.5 ▲ 36.8 ▲ 22.0 ▲ 34.2 ▲ 11.6 ▲ 8.5 ▲ 6.5 ▲ 4.9

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0
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サービス業業況DI推移



３．今月のトピック 

（１）新型コロナウィルス感染症の５類引き下げによる今後の景気動向予測 

政府は、新型コロナの感染上の分類を 2類相当から 5類に見直すことを決めた。2023 年 4～5 月に実施

する予定となった。 

そこで令和 5年 3月度の景気ウォッチャー調査による景気先行き判断を見ることで、予測してみる。 

 

①景気の現状判断ＤＩ（季節調整値） 

３か月前と比較しての景気の現状に対する判断ＤＩは、53.3 となった。家計動向関連、 

企業動向関連、雇用関連のすべてのＤＩが上昇したことから、前月を 1.3 ポイント上回り、２か月連

続の上昇となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②景気の先行き判断ＤＩ（季節調整値） 

２～３か月先の景気の先行きに対する判断ＤＩは、54.1 となった。家計動向関連、企業 

動向関連、雇用関連のすべてのＤＩが上昇したことから、前月を 3.3 ポイント上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③各地域の動向  

(ｱ)景気の現状判断ＤＩ（季節調整値） 

前月と比較しての現状判断ＤＩ（各分野計）は、全国 12 地域中、８地域で上昇、４地域で低下であっ

た。 

最も上昇幅が大きかったのは中国（3.4 ポイント上昇）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ)景気の先行き判断ＤＩ（季節調整値）  

前月と比較しての先行き判断ＤＩ（各分野計）は、全国 12 地域で上昇した。最も上昇幅が大きかった

のは四国（5.7 ポイント上昇）で、最も上昇幅が小さかったのは九州（0.9 ポイント上昇）であった。 

中国地方は 3.3 ポイント上昇。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (ｳ)中国地方における景気判断の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景気予測は上向き 


